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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 2016年９月30日から2026年８月13日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、主とし
て、トヨタ自動車およびそのグループ会社
の債券等に投資し、信託財産の着実な成長
と安定した収益の確保を目指します。 

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。 

トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド

トヨタ自動車およびそのグループ会社
の発行する内外の債券等 

当ファンドの 
運用方法 

■主としてトヨタ自動車およびそのグル
ープ会社の発行する内外の債券等に投
資を行います。 

■発行体の信用状況、同一通貨建ての国
債との利回りスプレッド等を考慮して
投資を行います。 

■通貨配分、債券発行各国の金利見通
し、デュレーション、流動性等を勘案
し投資銘柄を決定します。 

■外貨建資産については、原則として対
円での為替ヘッジを行いません。 

組入制限 当ファンド 

■株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の10％以下とします。 

■外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド

■株式への投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以下とします。 

■外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分配方針 ■年４回（原則として毎年２月、５月、８
月、11月の13日。休業日の場合は翌営業
日）決算を行い、分配を行います。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水準、
市況動向等を勘案して決定します。 

※委託会社の判断により分配を行わない場
合もあるため、将来の分配金の支払いお
よびその金額について保証するものでは
ありません。 

 

 

トヨタモータークレジット／
トヨタグループ債券ファンド

【運用報告書（全体版）】 
第９作成期 (2020年５月14日から2020年11月13日まで)

第 16 期/第 17 期 

第16期：決算日 2020年８月13日 

第17期：決算日 2020年11月13日 

 

受益者の皆さまへ 
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

主として、トヨタ自動車およびそのグループ会社

の債券等に投資し、信託財産の着実な成長と安定

した収益の確保を目指します。当作成期について

も、運用方針に沿った運用を行いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 

 

当ファンドは、特化型運用を行います。 

 



トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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最近５作成期の運用実績 
 

作成期 決  算  期 

基 準 価 額 
債券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 (分配落) 

税 込 

分配金 

期 中 

騰落率 

第５ 
作成期 

 円 円 ％ ％ 百万円
８期(2018年８月13日) 10,208 50 △1.1 97.9 1,172

９期(2018年11月13日) 10,387 50 2.2 98.0 1,262

第６ 
作成期 

10期(2019年２月13日) 10,207 50 △1.3 96.5 1,265

11期(2019年５月13日) 10,103 50 △0.5 96.9 1,295

第７ 
作成期 

12期(2019年８月13日) 9,820 40 △2.4 78.8 1,286

13期(2019年11月13日) 10,046 40 2.7 95.8 1,334

第８ 
作成期 

14期(2020年２月13日) 10,176 40 1.7 98.6 1,349

15期(2020年５月13日) 9,628 30 △5.1 98.6 1,276

第９ 
作成期 

16期(2020年８月13日) 10,452 40 9.0 97.7 1,330

17期(2020年11月13日) 10,286 30 △1.3 97.3 1,264
※基準価額の騰落率は分配金込み。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当作成期中の基準価額と市況等の推移 
 

決算期 年  月  日 
基 準 価 額 債券組入 

比  率  騰 落 率 

第16期 

(期   首) 円 ％ ％
2020年５月13日 9,628 － 98.6

  ５月末 9,842 2.2 98.1

  ６月末 10,196 5.9 98.5

  ７月末 10,302 7.0 98.0

(期   末)  
2020年８月13日 10,492 9.0 97.7

第17期 

(期   首)  
2020年８月13日 10,452 － 97.7

  ８月末 10,415 △0.4 97.3

  ９月末 10,303 △1.4 97.4

  10月末 10,152 △2.9 97.0

(期   末)  
2020年11月13日 10,316 △1.3 97.3

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※‌分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸

作成期首 9,628円

作成期末 10,356円
（当作成期分配金70円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋7.6％
（分配金再投資ベース）

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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基準価額の主な変動要因（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、主としてトヨタ自動車およびそのグループ
会社の発行する債券等に投資しました。ポートフォリオの構築にあたっては通貨配分、債券発行
各国の金利見通し、デュレーション（投資資金の平均回収期間）、流動性等を勘案し銘柄を決定し
ました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジは行っていません。

当ファンドでいうグループ会社とは
トヨタ自動車の国内外の連結子会社および持分法適用関連会社（非上場会社を含みます。）
をいいます。
債券等とは
社債、資産担保証券（ＡＢＳ）等を指します。

●社債利回りが低下（価格は上昇）したこと
●豪ドルが対円で上昇したこと

●米ドル安・円高で推移したこと

上昇要因

下落要因

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 騰落率 作成期末組入比率
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 内外債券 ＋8.0％ 100.5％
※比率は、純資産総額に対する割合です。
※‌�ファンドは、一般社団法人投資信託協会が定める「信用リスク集中回避のための投資制限」に定められた比率を超えて
特定の発行体が発行する銘柄等に集中投資を行う特化型運用ファンドに該当します。
※‌�トヨタ自動車の連結子会社であるトヨタモータークレジット（Toyota Motor Credit Corporation）の発行する債券等
の純資産総額に対する比率は50％を超えないものとします。ただし、同社以外のトヨタ自動車およびトヨタ自動車の
その他のグループ会社それぞれが発行する債券等の純資産総額に対する比率は35％を超えないものとします。
※‌�ファンドは、トヨタモータークレジットの発行する債券等ならびにトヨタ自動車およびトヨタ自動車のその他のグ
ループ会社の発行する債券等に集中して投資を行うため、これらの銘柄に経営破たんや経営・財務状況の悪化などが
生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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投資環境について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

米国５年国債利回りは上昇、オーストラリア５年国債利回りは低下しました。社債利回
りはともに低下しました。為替市場では米ドルは円に対して下落、豪ドルは円に対して
上昇しました。

外国債券
　米国国債利回りは、低水準での狭いレンジ
圏において作成期初から７月までは低下傾向、
８月以降は上昇傾向で推移しました。ＦＲＢ
（米連邦準備制度理事会）が緩和的な金融政策
を続ける中で、新型コロナウイルスの感染再
拡大に伴う世界経済の先行き不透明感が金利
の低下要因になりました。一方で比較的堅調
な経済指標や追加財政政策に対する期待など
が金利の上昇要因となりました。
　オーストラリア国債利回りは、作成期初か
ら８月にかけてはもみあいで推移しました。
景気回復を示す経済指標が発表されたことな
どが金利上昇要因となった一方で、８月以降
に新型コロナウイルス感染の再拡大により景
気の悪化が懸念されたことなどが金利低下要
因となりました。９月以降は、ＲＢＡ（オー
ストラリア準備銀行）による政策金利の引下
げ期待（11月上旬に利下げが実施されまし
た）や感染再拡大を受け、金利が低下しまし
た。社債スプレッド（国債に対する上乗せ金
利）は、作成期の前半は縮小、後半は横ばい
で推移しました。ＦＲＢによる社債ＥＴＦ
（上場投資信託）および個別社債の購入が開始

される中で、投資信託等を通じた社債市場へ
の安定した資金流入が続き、作成期の前半は
需給環境が引き締まりました。後半は新規の
社債発行が高水準となりましたが、投資資金
の社債市場への流入が継続し、スプレッドは
横ばいにとどまりました。その結果、作成期
を通してみれば社債利回りは低下しました。
　当作成期の米国５年国債利回りは、作成期
首0.32％から作成期末0.39％へと上昇し、
オーストラリア５年国債利回りは、作成期首
0.39％から作成期末0.31％へと低下しまし
た。

為替市場
　米ドル・円は、強力な金融緩和の継続や新
型コロナウイルスの感染再拡大への懸念が米
ドル安要因となり、作成期を通じて、米ドル
安・円高で推移しました。
　豪ドル・円は、オーストラリア国内での新
型コロナウイルス感染の再拡大に伴う景気回
復の遅れが懸念されたことはマイナス材料と
なったものの、ＲＢＡが景気判断を上方修正
したことや、世界的に株価が堅調に推移した
ことでリスク回避姿勢が後退したことなどを

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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ポートフォリオについて（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

当ファンド
　「トヨタグループ・グローバルボンド・マ
ザーファンド」を高位に組み入れて運用を行
いました。

トヨタグループ・グローバルボンド・
マザーファンド
●債券組入比率
　トヨタ自動車グループが発行する社債を高
水準に組み入れ、安定的に金利収入を得るこ
とができました。

●デュレーション
　デュレーションについては４年程度としま
した。

●発行体配分
　組入発行体の配分については、トヨタモー
タークレジット、トヨタクレジットカナダ、
トヨタファイナンスオーストラリア、トヨタ
ファイナンスネザーランドの４発行体が発行
する社債を作成期末時点で11銘柄保有して
おり、最大保有発行体であるトヨタモーター
クレジットの保有比率は純資産総額の50％
以下としています。

●通貨別配分
　作成期末時点で豪ドル、カナダドル、米ド
ル、英ポンド、ユーロのエクスポージャーを
有しております。外貨建資産について対円で
の為替ヘッジは行っていません。

受け、作成期を通じて豪ドルが上昇基調で推
移しました。
　当作成期の米ドル・円は、作成期首107円
15銭から作成期末104円99銭と２円16銭の

米ドル安・円高となりました。また、豪ド
ル・円は、作成期首69円34銭から作成期末
75円91銭と６円57銭の豪ドル高・円安とな
りました。

ベンチマークとの差異について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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分配金について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第16期 第17期 　当作成期の１万口当たりの分配金（税引
前）は、基準価額水準等を勘案し第16期は
40円、第17期は30円といたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

当期分配金 40 30
（対基準価額比率） （0.381％） （0.291％）

当期の収益 40 30

当期の収益以外 － －

翌期繰越分配対象額 683 691
※‌‌単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※‌‌「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

2 今後の運用方針
当ファンド
　引き続き、「トヨタグループ・グローバル
ボンド・マザーファンド」を高位に組み入れ
て運用を行います。

トヨタグループ・グローバルボンド・
マザーファンド
　米国では、今後も新型コロナウイルスの感
染再拡大に警戒しながら経済活動を進める必
要があり、景気回復ペースは緩慢と予想して
います。ＦＲＢによる積極的な金融緩和政策
に支えられて米国長期金利は低位で推移する
と見込みますが、財政政策に伴う国債発行の
増加が長期金利の上昇要因となる場面も想定
しています。

　社債スプレッドはやや縮小しましたが、世
界的な低金利環境を背景に社債市場への資金
流入は続き、フェアバリュー（適正価値）対
比で割高な水準が維持されるとみています。
米国大統領選がはっきりとした決着をみない
場合には、スプレッドの拡大要因にもなり得
ると予想しています。しかしながらスプレッ
ドが拡大するような局面があれば、ＦＲＢが
社債買い取りプログラムの購入額を増やし、
社債市場の安定化を図ると想定しています。
　米ドル・円相場については、米国での感染
再拡大や強力な金融政策が米ドル安要因とな
る一方で、経済活動再開への期待感が米ドル
高要因となるため、レンジでの推移に留まる
とみています。
　豪ドル・円相場については、豪中関係の悪
化懸念が当面豪ドルの抑制要因となる一方で、

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

経常収支の改善などがサポート要因となるた
め、レンジでの推移を想定しています。
　こうした投資環境見通しをベースに、通貨
配分、債券発行各国の金利見通し、デュレー
ション、流動性等を勘案し、主としてトヨタ
自動車およびそのグループ会社の発行する社
債へ投資することで、信託財産の着実な成長
と安定した収益の確保を目指します。

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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当作成期中の運用・管理にかかった費用の
総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を
期中の平均受益権口数に期中の平均基準価
額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率換算）は0.87％です。 

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」におい
て用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を含みません。 

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満
を四捨五入）です。 

※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当た
りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があ
ります。なお、これらの値はあくまでも参考であ
り、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

１万口当たりの費用明細(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 44円 0.433％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (23) (0.222)

 (販売会社) (20) (0.194)

 (受託会社) (2) (0.017)

(b) その他費用 1 0.009 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送回金・資産の移転等に要する費用 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (1) (0.006)

 (監査費用) (0) (0.003)

 (その他) (0) (0.000)

 合 計 45 0.442   
 
期中の平均基準価額は10,201円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

 

参考情報 総経費率（年率換算） 
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当作成期中の売買及び取引の状況(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 

当  作  成  期 

設   定 解   約 

口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円
トヨタグループ・グローバルボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

72,993 78,151 178,891 193,211

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

利害関係人との取引状況等(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 
 
当作成期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2020年11月13日現在) 
親投資信託残高 
 

種     類 
作成期首 作  成  期  末 
口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 1,275,951 1,170,053 1,271,145
 
※トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンドの作成期末の受益権総口数は2,861,397千口です。 
※単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 (2020年11月13日現在) 
 

項      目 
作   成   期   末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 1,271,145 100.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 16 0.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,271,161 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建資産(3,042,020千円)の投資信託財産総額
(3,108,484千円)に対する比率は97.9％です。 

※外貨建資産は、作成期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算レー
トは、１米ドル=104.99円、１カナダドル=79.84円、１ユーロ=123.99円、１英ポンド=137.69円、１オーストラリアドル=75.91円です。 



トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

 
 

(2020年８月13日) 
 

(2020年11月13日)

項     目 第16期末 第17期末 
(A) 資 産 1,340,748,339円 1,271,161,575円
 コール・ローン等 330,043  15,910 

 
ト ヨ タ グ ル ー プ ・ 
グ ロ ー バ ル ボ ン ド ・ 
マザーファンド(評価額) 

1,338,570,343  1,271,145,665 

 未 収 入 金 1,847,953  － 
(B) 負 債 10,119,373  6,446,587 
 未払収益分配金 5,092,575  3,688,773 
 未 払 解 約 金 2,163,259  － 
 未 払 信 託 報 酬 2,845,311  2,740,271 
 その他未払費用 18,228  17,543 

(C) 純資産総額(A- B ) 1,330,628,966  1,264,714,988 
 元 本 1,273,143,790  1,229,591,063 
 次期繰越損益金 57,485,176  35,123,925 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,273,143,790口 1,229,591,063口
 １万口当たり基準価額(C/D) 10,452円 10,286円

 
※当作成期における作成期首元本額1,325,716,477円、作成期中追
加設定元本額 101,007,940円、作成期中一部解約元本額
197,133,354円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
 

 〔自2020年５月14日 
至2020年８月13日 〕〔 自2020年８月14日

至2020年11月13日〕
項     目 第16期 第17期 

(A)配 当 等 収 益 △         21円 △        86円
支 払 利 息 △         21  △        86 

(B)有価証券売買損益 110,607,733  △13,032,505 
売 買 益 116,557,591  484,523 
売 買 損 △  5,949,858  △13,517,028 

(C)信 託 報 酬 等 △  2,863,559  △ 2,757,834 
(D)当期損益金(A+B+C) 107,744,153  △15,790,425 
(E)前 期 繰 越 損 益 金 △112,976,163  △ 9,520,956 
(F)追加信託差損益金 67,809,761  64,124,079 

(配当等相当額) (   72,426,069)  (  70,660,778) 
(売買損益相当額) (△  4,616,308)  (△ 6,536,699) 

(G) 計    ( D + E + F ) 62,577,751  38,812,698 
(H)収 益 分 配 金 △  5,092,575  △ 3,688,773 

次期繰越損益金(G+H) 57,485,176  35,123,925 
追加信託差損益金 67,809,761  64,124,079 
(配当等相当額) (   72,506,789)  (  70,738,180) 
(売買損益相当額) (△  4,697,028)  (△ 6,614,101) 
分配準備積立金 14,540,710  14,277,074 
繰 越 損 益 金 △ 24,865,295  △43,277,228 

 
※有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※分配金の計算過程は以下の通りです。 

 第16期 第17期 
(a) 費用控除後の配当等収益 7,807,721円 4,556,928円
(b) 費用控除後・繰越欠損金補填後の 

有価証券売買等損益 
－  － 

(c)収益調整金 72,506,789  70,738,180 
(d)分配準備積立金 11,825,564  13,408,919 
(e) 分配可能額(a＋b＋c＋d) 92,140,074  88,704,027 

１万口当たり分配可能額 723  721 
(f)分配金額 5,092,575  3,688,773 

１万口当たり分配金額(税引前) 40  30 
 

 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
第16期 第17期 

40円 30円
 
※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が個別元
本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。 

 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 

 
 

期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円
３期(2016年11月14日) 9,645 △ 8.4 95.0 2,555
４期(2017年11月13日) 10,661 10.5 95.8 3,980
５期(2018年11月13日) 10,441 △ 2.1 97.3 4,066
６期(2019年11月13日) 10,373 △ 0.7 95.2 2,781
７期(2020年11月13日) 10,864 4.7 96.8 3,108

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 
 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債券組入 

比  率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％
2019年11月13日 10,373 － 95.2
  11月末 10,470 0.9 96.3
  12月末 10,640 2.6 97.2

2020年１月末  10,555 1.8 97.8
  ２月末 10,557 1.8 77.4
  ３月末 9,790 △5.6 98.0
  ４月末 10,035 △3.3 98.2
  ５月末 10,284 △0.9 98.0
  ６月末 10,662 2.8 98.3
  ７月末 10,781 3.9 97.8
  ８月末 10,949 5.6 97.3
  ９月末 10,839 4.5 97.3
  10月末 10,688 3.0 96.9

(期   末)  
2020年11月13日 10,864 4.7 96.8

※騰落率は期首比です。 

トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド
 

第７期 (2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

信託期間 無期限（設定日：2014年７月１日） 

運用方針 ・主としてトヨタ自動車およびそのグループ会社の発行する内外の債券等に投資することにより、信託財
産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。 

・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。 
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トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 当ファンドは、主としてトヨタ自動車およびそのグループ会社の発行する債券等に投資しまし
た。ポートフォリオの構築にあたっては通貨配分、債券発行各国の金利見通し、デュレーション

（投資資金の平均回収期間）、流動性等を勘案し銘柄を決定しました。外貨建資産については、対
円での為替ヘッジは行っていません。 
 
 

上昇要因 
 
・社債利回りが低下（債券価格は上昇）したこと 
・豪ドルが対円で上昇したこと 

下落要因 
 
・米ドルが対円で下落したこと 

 
 
投資環境について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 
 
 
債券市場 

 米国国債利回りは、期初から2020年１月まではレンジの動きでした。２月以降は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴う質への逃避に加え、景気後退に備えて３月にＦＲＢ（米連邦準備制度

期  首  10,373円 

期  末  10,864円 

騰 落 率   ＋4.7％ 

 米国とオーストラリアの５年国債利回りは低下しました。社債利回りも低下しました。為替市
場では対円で米ドルは下落、豪ドルは上昇しました。 
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トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 

理事会）が２回の利下げを行ったことや無制限の量的緩和を導入したことから、金利は大きく低
下しました。４月以降は、新型コロナウイルスの新規感染者数の減少や、今後の経済活動再開へ
の思惑から金利低下に歯止めがかかり、横ばいで推移しました。７月には、ＦＲＢが緩和的な金
融政策を続ける中で、新型コロナウイルスの感染再拡大に伴う世界経済の先行き不透明感が金利
の低下要因になりました。８月以降は、比較的堅調な経済指標や追加財政政策に対する期待など
を背景に、期末にかけて上昇しました。 
 オーストラリア国債利回りは、期初もみ合いの後、2020年に入り、新型コロナウイルスの感染
拡大や景気後退懸念の継続を受けてＲＢＡ（オーストラリア準備銀行）が政策金利を過去最低水
準まで引き下げたことや、３年国債利回りを0.25％に留めるイールド・カーブ・コントロール政
策を導入したことなどを受けて、３月にかけて金利は大きく低下しました。４月以降は、ＲＢＡ
による政策金利の引き下げ期待などを背景に、期末まで低位での横ばい推移となりました。 
 社債のスプレッド（国債に対する上乗せ金利）は期を通してみると縮小しました。スプレッド
は期初から2020年２月までは、横ばいで推移しました。３月に新型コロナウイルスの感染拡大に
より、社債市場からの資金流出傾向が強まり、大幅に拡大しました。しかし４月には、ＦＲＢに
よる社債買い取りプログラムが具体化されていくなかで社債市場の正常化が進み、スプレッドは
大きく縮小し、社債利回りは大きく低下しました。５月以降は、ＦＲＢによる社債ＥＴＦ（上場
投資信託）および個別社債の購入が開始される中で、投信等を通じた社債市場への安定した資金
流入が続き、需給環境が引き締まりました。８月以降は、新規の社債発行が高水準となりました
が、投資資金の社債市場への流入が継続し、スプレッドは横ばいにとどまりました。その結果、
社債利回りも低下しました。 
 当期の米国５年国債利回りは、期首1.74％から期末0.39％へ低下しました。また、オーストラ
リア５年国債利回りは、期首0.91％から期末0.31％へと低下しました。 
 
為替市場 

 米ドル・円は、期初から2020年２月中旬にかけては、米中貿易交渉の進展を好感した米国株価
の上昇等を背景に、米ドルがじり高の展開となりました。その後は、新型コロナウイルスの感染
拡大に対する懸念等からリスク回避的な動きが強まり、３月上旬にかけて米ドルが急落する展開
となりました。３月中旬以降は、世界的な金融市場の混乱を受け、米ドル資金に対する需要が高
まり、米ドルは大きく上昇しました。４月以降は市場の落着きに伴い米ドルに対する需要が一服
し、強力な金融緩和の継続や新型コロナウイルスの感染再拡大への懸念が米ドル安要因となり、
期末まで米ドル安・円高で推移しました。 
 豪ドル・円は、期初もみ合いの後、2020年に入り新型コロナウイルスの感染拡大を受けた景気
後退懸念や、ＲＢＡによる政策金利の引下げを受けて、豪ドルは対円で下落しました。しかし、
３月下旬には、世界各国の政府や中央銀行の政策対応により市場が落ち着きを取り戻して反転し、
期末まで概ね豪ドル高で推移しました。 
 当期の米ドル・円は期首108円93銭から期末104円99銭と３円94銭の米ドル安・円高となりまし
た。また、豪ドル・円は、期首74円43銭から期末75円91銭と、１円48銭の豪ドル高・円安となり
ました。 
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ポートフォリオについて(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
債券組入比率 

 トヨタ自動車グループが発行する社債を高水準に組み入れ、安定的に金利収入を得ることがで
きました。 
 
デュレーション 

 デュレーションについては４年程度としました。 
 
発行体配分 

 組入発行体の配分については、トヨタモータークレジット、トヨタクレジットカナダ、トヨタ
ファイナンスオーストラリア、トヨタファイナンスネザーランドの４発行体が発行する社債を期
末時点で11銘柄保有しており、最大保有発行体であるトヨタモータークレジットの保有比率は純
資産総額の50％以下としています。 
 
通貨別配分 

 期末時点で豪ドル、カナダドル、米ドル、英ポンド、ユーロのエクスポージャーを有しており
ます。外貨建資産について対円での為替ヘッジは行っていません。 
 

 

ベンチマークとの差異について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。 
 
 

 2 今後の運用方針 
 
 米国では、今後も新型コロナウイルスの感染再拡大に警戒しながら経済活動を進める必要があ
り、景気回復ペースは緩慢と予想しています。ＦＲＢによる積極的な金融緩和政策に支えられて
米国長期金利は低位で推移すると見込みますが、財政政策に伴う国債発行の増加が長期金利の上
昇要因となる場面も想定しています。 
 社債スプレッドはやや縮小しましたが、世界的な低金利環境を背景に社債市場への資金流入は
続き、フェアバリュー（適正価値）対比で割高な水準が維持されるとみています。米国大統領選
がはっきりとした決着をみない場合には、スプレッドの拡大要因にもなり得ると予想しています。
しかしながらスプレッドが拡大するような局面があれば、ＦＲＢが社債買い取りプログラムの購
入額を増やし、社債市場の安定化を図ると想定しています。 
 米ドル・円相場については、米国での感染再拡大や強力な金融政策が米ドル安要因となる一方
で、経済活動再開への期待感が米ドル高要因となるため、レンジでの推移に留まるとみています。 
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 豪ドル・円相場については、豪中関係の悪化懸念が当面豪ドルの抑制要因となる一方で、経常
収支の改善などがサポート要因となるため、レンジでの推移を想定しています。 
 こうした投資環境見通しをベースに、通貨配分、債券発行各国の金利見通し、デュレーション、
流動性等を勘案し、主としてトヨタ自動車およびそのグループ会社の発行する社債へ投資するこ
とで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。 
 

 

１万口当たりの費用明細(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) その他費用 1円 0.012％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資

金の送回金・資産の移転等に要する費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (1) (0.012)

 (その他) (0) (0.001)

 合 計 1 0.012   
 
期中の平均基準価額は10,520円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売  付  額 

外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国 

   千米ドル 千米ドル 

ア メ リ カ  
社 債 券
(投資法人債券を含む)

7,037 2,718 

ユ ー ロ   千ユーロ 千ユーロ 

 オ ラ ン ダ 
社 債 券
(投資法人債券を含む)

3,074 1,823 

 そ の 他 
社 債 券
(投資法人債券を含む)

－ 2,767 

   千オーストラリアドル 千オーストラリアドル 

オ ー ス ト ラ リ ア  
社 債 券
(投資法人債券を含む)

4,155 － 

   千ニュージーランドドル 千ニュージーランドドル 

ニュージーランド  
社 債 券
(投資法人債券を含む)

－ 4,019 

 
※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 
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利害関係人との取引状況等(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2020年11月13日現在) 
公社債 

Ａ 債券種類別開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

区    分 

期           末 

額 面 金 額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外 貨建金 額      邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

ア メ リ カ 11,500 12,465 1,308,760 42.1 － 42.1 － －

 千カナダドル 千カナダドル   

カ ナ ダ 5,600 5,914 472,208 15.2 － － 15.2 －

ユ ー ロ 千ユーロ 千ユーロ   

 オ ラ ン ダ 2,200 2,256 279,777 9.0 － － 9.0 －

 千英ポンド 千英ポンド   

イ ギ リ ス 600 607 83,630 2.7 － － － 2.7

 千オーストラリアドル 千オーストラリアドル   

オ ー ス ト ラ リ ア 10,800 11,377 863,649 27.8 － － 22.7 5.0

 合 計 － － 3,008,027 96.8 － 42.1 46.9 7.7
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※－印は組入れなし。 
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Ｂ 個別銘柄開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

種   類 銘   柄 

期           末 

利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

    ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

( ア メ リ カ )  普通社債券 TOYOTA MTR CRED 1.15 1.15 3,700 3,695 387,959 2027/８/13

  (含む投資法人債券) TOYOTA MTR CRED 3.05 3.05 5,000 5,599 587,871 2028/１/11

   TOYOTA MTR CRED 3.2 3.2 2,300 2,588 271,808 2027/１/11

   TOYOTA MTR CRED 3.375 3.375 500 582 61,121 2030/４/１

  小     計  － － － 1,308,760 － 

    千カナダドル 千カナダドル   

( カ ナ ダ ) 
 
普通社債券 
(含む投資法人債券) 

TOYOTA CRED CAN 2.64 2.64 5,600 5,914 472,208 2024/３/27

( ユ ー ロ )    千ユーロ 千ユーロ   

 
( オ ラ ン ダ ) 普通社債券 

(含む投資法人債券) 
TOYOTA MOTOR FIN 0.625 0.625 2,200 2,256 279,777 2023/９/26

    千英ポンド 千英ポンド   

( イ ギ リ ス ) 
 
普通社債券 
(含む投資法人債券) 

TOYOTA MTR CRED 1 1.0 600 607 83,630 2022/９/27

    千オーストラリアドル 千オーストラリアドル   

(オーストラリア)  普通社債券 TOYOTA FIN AUSTR 1.3 1.3 2,000 2,027 153,922 2023/２/17

  (含む投資法人債券) TOYOTA FIN AUSTR 2.875 2.875 1,000 1,041 79,090 2022/11/21

   TOYOTA FIN AUSTR 3.25 3.25 2,000 2,062 156,541 2022/２/21

   TOYOTA FIN AUSTR 3.3 3.3 5,800 6,245 474,094 2023/11/22

  小     計  － － － 863,649 － 

  合     計  － － － 3,008,027 － 
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

投資信託財産の構成 (2020年11月13日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

公 社 債 3,008,027 96.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 100,457 3.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 3,108,484 100.0 
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※期末における外貨建資産(3,042,020千円)の投資信託財産総額(3,108,484千円)に対する比率は97.9％です。 
※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=104.99円、１カナダドル=79.84円、１ユーロ=123.99円、１英ポンド=137.69円、１オーストラリアドル=75.91円です。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2020年11月13日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 3,108,484,389円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 76,005,059 
 公 社 債      ( 評 価 額 ) 3,008,027,417 
 未 収 利 息 20,083,159 
 前 払 費 用 4,368,754 

(B) 負 債 595 
 未 払 利 息 172 
 そ の 他 未 払 費 用 423 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 3,108,483,794 
 元 本 2,861,397,878 
 次 期 繰 越 損 益 金 247,085,916 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,861,397,878口
 １万口当たり基準価額(C/D) 10,864円

 
※当期における期首元本額2,681,795,875円、期中追加設定元本額
1,549,349,338円、期中一部解約元本額1,369,747,335円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 

トヨタグループ・バランスファンド 1,691,344,799円

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 1,170,053,079円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2019年11月14日 至2020年11月13日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 69,982,971円
 受 取 利 息 70,038,507 
 支 払 利 息 △     55,536 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 72,467,499 
 売 買 益 133,703,138 
 売 買 損 △ 61,235,639 

(C) 信 託 報 酬 等 △    348,819 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 142,101,651 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 99,973,088 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 105,774,188 
(G) 解 約 差 損 益 金 △100,763,011 
(H) 計       (D+E+F+G) 247,085,916 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H ) 247,085,916 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

 該当事項はございません。 

 




